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今
か
ら
90
年
前
に
、
澤
藤
幸
治
さ

ん
な
ど
先
人
た
ち
が
思
い
描
い
た
で

あ
ろ
う
展
勝
地
の
姿
を
考
え
る
と
き
、

果
た
し
て
今
の
展
勝
地
は
そ
れ
に
か

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え

て
し
ま
う
。
大
正
10
年
に
示
さ
れ
た

「
和
賀
展
勝
地
計
画
」に
よ
る
と
、
そ

の
エ
リ
ア
は
陣
ケ
丘
や
男
山
、
国
見

山
か
ら
の
眺
望
を
含
め
て
の
広
い
範

囲
で
、
展
勝
地
桜
並
木
は
そ
の
導
入

部
に
過
ぎ
な
い
。
今
ま
で
私
た
ち
は

ほ
ん
の
一
部
分
を
見
て
展
勝
地
と
思

い
込
ん
で
い
た
の
だ
。
そ
し
て
素
晴

ら
し
い
眺
望
や
歴
史
的
価
値
を
あ
ま

り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
し
て
今
、
平
泉
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
で
、
平
泉
よ
り
1
5
0
年
も

前
に
繁
栄
し
た
謎
の
大
寺
院
、
国
見
山
廃
寺

の
歴
史
的
価
値
が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
始
め

て
い
る
。

　
そ
う
い
う
私
も
、
実
は
30
年
ほ
ど
前
ま
で

は
展
勝
地
の
奥
深
さ
や
国
見
山
に
つ
い
て
も

全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
展
勝
地
や
国
見
山
に

関
係
す
る
団
体
に
関
わ
り
始
め
て
、
そ
の
活

動
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
奥
深
さ
を
知
り
、

今
で
は
北
上
市
に
と
っ
て
、
岩
手
に
と
っ
て

も
か
け
が
え
の
な
い
宝
だ
と
確
信
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
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展
勝
地
や
国
見
山
に
関
わ
り
、
展
勝
地
周

辺
に
多
く
の
桜
を
植
樹
し
て
き
た
北
上
青
年

会
議
所
は
、
来
年
で
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。

私
も
Ｏ
Ｂ
の
一
人
で
あ
り
、
理
事
長
を
務
め

た
1
9
9
2
年
は
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ

「
炎
立
つ
」の
放
映
が
決
ま
っ
た
年
で
も
あ
っ

た
。
黒
沢
尻
五
郎
正
任
の
陣
が
あ
っ
た
こ
の

北
上
市
で
も
大
き
な
話
題
に
な
り
、
私
は
物

語
と
大
き
く
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
国
見
山

廃
寺
の
存
在
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
た
。
関

係
資
料
を
読
み
あ
さ
る
中
で
、
安
倍
氏
、
清

原
氏
、
藤
原
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
先
人
た
ち
の
思

い
は
何
だ
っ
た
の
か
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

一
体
ど
う
し
た
か
っ
た
の
か
を
探
っ
て
み
た

い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
。
こ
の
地
が
北

上
市
の
語
源
と
言
わ
れ
る「
日
高
見
」と
呼
ば

れ
た
時
代
、
こ
こ
に
生
き
た
先
人
た
ち
が
追

い
求
め
た
夢
を
探
り
、
自
分
た
ち
が
思
い
描

く
北
上
の
未
来
を
創
造
し
よ
う
と
活
動
し
た

こ
と
が
懐
か
し
い
。
初
日
の
出
は
国
見
山
山

頂
か
ら
拝
も
う
と
、
夜
明
け
前
の
雪
の
山
道

を
登
っ
た
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
。

私
と
展
勝
地　

 

　  

髙 

橋 

敏 

彦
　
（
北
上
市
長
・
57
才
・
大
通
り
）
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が
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そ
の
一
方
で
、
私
は
岩
手
県
建
築

士
会
北
上
支
部
に
関
わ
り
な
が
ら
、

国
見
山
廃
寺
の
伽
藍
復
元
模
型
を

作
ろ
う
と
言
い
出
し
た
。幸
い
に
も
、

2
0
0
3
年
に
支
部
創
設
40
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
お
と
と
し
、
建
築
士

会
北
上
支
部
と
北
上
青
年
会
議
所

が
共
同
で
国
見
山
廃
寺
の
案
内
板

を
作
製
し
た
。
彼
ら
は
、
次
は
五

重
塔
の
復
元
だ
と
今
か
ら
意
気
込

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
の
提
案
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
せ

る「
ま
ち
育
て
」こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
の
た
び
、
開
園
1
0
0
周
年
ま

で
の
9
年
間
、
定
期
的
に
展
勝
地
を

紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
9
年
と
い

う
時
間
は
長
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
展

勝
地
に
関
わ
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体

は
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多

い
。
彼
ら
の
夢
を
、
そ
し
て
先
人
た
ち

の
夢
を
、
私
た
ち
の
世
代
で
ぜ
ひ
実
現

さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次

へ
と
つ
な
ぎ
た
い
。

　

展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
で
、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
展
勝
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
展
勝
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
が
そ
の
１
回
目
。
今
後
定
期
的
に
歴
史
的
な

こ
と
、
地
理
的
な
こ
と
、
自
然
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
、
展
勝
地
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
や
展
勝

地
を
題
材
に
し
た
美
術
・
文
芸
作
品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

次の世代へつなぎたい

展
勝
地
風
土
記

平
成
24
年
7
月
27
日

展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会

お
問
い
合
せ
／
北
上
市
建
設
部
都
市
計
画
課 

内
線 

4
3
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展勝地の源流ともいえる樺山遺跡



男　山

女　山
宝塔山

国見山

珊瑚岳

陣ケ丘

●
や
す
ら
ぎ
の
像

　
1
9
7
7（
昭
5
2
）年
建
立

●
憩
い
の
森

　
1
9
9
1（
平
3
）年
完
成

●
展
勝
地
生
活
環
境
保
全
林

　
1
9
8
2（
昭
5
7
）年
県
事
業
分
完
成

●
西
行
法
師
句
碑

　
1
8
4
1（
天
保
1
2
）年
建
立

●
国
見
山
神
社

●
如
意
輪
寺

●
極
楽
寺

●
立
花
頭
首
工

北
　
上
　
川

●
桃
源
郷
再
現
植
樹
祭
開
催

　
1
9
7
8（
昭
5
3
）年

●
国
見
山
大
悲
閣
跡

　
1
9
6
4（
昭
3
9
）年
焼
失

●
国
見
山
展
望
台

　
1
9
6
8（
昭
4
3
）年
完
成

●
国
見
山
平
和
観
音
像

　
1
9
6
3（
昭
3
8
）年
建
立

●
み
ち
の
く
民
俗
村

　
1
9
9
2（
平
4
）年
開
村

●
さ
く
ら
記
念
碑

　
1
9
8
2（
昭
5
7
）年
建
立

●
北
上
夜
曲
の
碑

　
1
9
7
4（
昭
4
9
）年
建
立

●
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　
1
9
9
0（
平
2
）年
完
成

●
平
成
の
舟帯「
北
上
川
連
携
号
」

　
2
0
0
0（
平
1
2
）年
建
造

●
舟帯「
天
神
丸
」

　
1
9
8
7（
昭
6
2
）年
復
元

●
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
記
念
館

　
1
9
9
6（
平
8
）年
開
館

●
故
澤
幸
翁
顕
彰
銅
像

　
1
9
7
3（
昭
4
8
）年
建
立

●
南
部
領
伊
達
領
境
塚

　
2
0
0
0（
平
1
2
）年

　
国
指
定
史
跡

●
市
立
博
物
館

　
1
9
7
3（
昭
4
8
）年
開
館

●
北
上
市
民
大
植
樹
祭

　
1
9
7
4（
昭
4
9
）年

展勝の時空

約2500万年前〜 　   稲瀬火山岩層形成

約5000年前〜　　     樺山縄文文化

857（天安1）年　　　  国見山極楽寺が定額寺に指定（？）

1062（康平5）年　　  前九年の役が終わり、

　　　　　　　　　　　  安倍氏滅ぶ。黒沢尻柵陥落。

1590（天正18）年

　　  秀吉により和賀氏の所領が没収される

1604（慶長9）年　　  奥州街道が切り替えられ黒沢尻本町造営

1642（寛永19）年

　　  南部藩と伊達藩の境界に領域塚を築き、藩境を確定

1645（正保2）年　　  黒沢尻川岸に藩倉などを設け、北上川舟運の中継港とする

1890（明治23）年

　　  東北本線開通

1920（大正9）年　　  展勝地開園

1924（大正13）年

　　  横黒線（現JR北上線）全通

1929（昭和4）年　　  珊瑚橋 ゲルバー式で竣工

1954（昭和29）年

　　  北上市制施行

1970（昭和45）年

　　  開園50周年。  記念式典を開催

1977（昭和52）年

　　  東北自動車道開業

1982（昭和57）年

　　  東北新幹線開業

1991（平成3）年　　  北上市・和賀町・江釣子村が合併し新「北上市」が誕生

2001（平成13）年

　　  開園80周年。  記念式典を開催

2011（平成23）年

　　  開園90周年。  100周年に向けて記念フォーラムを開催

展
勝
地
生
み
の
親
・
澤
藤
幸
治（
さ
わ
ふ
じ
こ

う
じ
）1
8
8
1（
明
治
1
4
）年
～
1
9
6
0（
昭
和

3
5
）年
。

1
9
2
0（
大
正
9
）年
和
賀
展
勝
会
を
結
成
、桜

の
植
栽
を
始
め
る
。

1
9
2
6（
昭
和
1
）年
、評
論
雑
誌「
共
存
共
栄
」

を
発
刊
。1
9
3
1（
昭
和
6
）年
県
議
会
議
員
と

な
る
。県
議
3
期
。黒
沢
尻
町
長
な
ど
を
歴
任
。

1
9
7
3（
昭
和
4
8
）年
展
勝
地
の
み
ち
の
く
民

俗
村
入
口
に
銅
像
が
建
て
ら
れ
た
。


